
 

レアメタル研究会 
 

■  主  催：  レアメタル研究会  主宰者： 東京大学生産技術研究所  教授 岡部 徹 

■  協  力： （一財）生産技術研究奨励会（特別研究会 RC-40） 

■  共  催： 東京大学マテリアル工学セミナー  

レアメタルの環境調和型リサイクル技術の開発研究会  

東京大学生産技術研究所 持続型エネルギー・材料統合研究センター 

東京大学生産技術研究所 非鉄金属資源循環工学寄付研究部門（JX 金属寄付ユニット） 

■  協  賛： （一社）軽金属学会、（一社）資源・素材学会、（一社）新金属協会、 

       （公社）日本化学会、（公社）日本金属学会、（一社）日本チタン協会、 

       （一社）日本鉄鋼協会（五十音順） 

■  開催会場： 東京大学生産技術研究所  Ａｎ棟２Ｆ コンベンションホール 

       〒153-8505 目黒区駒場４－６－１（最寄り駅：駒場東大前、東北沢、代々木上原） 

■  参加登録・お問い合わせ：  

       岡部研 学術支援専門職員 宮嵜 智子（tmiya@iis.u-tokyo.ac.jp） 

 

平成２９年度 レアメタル研究会のご案内 (2017.12.1 現在) 

 

■  第７６回  ２０１７年 ７月２８日（金）         （平成 29 年度 第１回） 

■  第７７回  ２０１７年 ９月１５日（金）         （平成 29 年度 第２回） 

     （寄付ユニット特別シンポ「非鉄におけるマイナーメタル」１１月１０日（金）） 

■  第７８回  ２０１７年１１月１７日（金）         （平成 29 年度 第３回） 

■  第７９回  ２０１８年 １月１２日（金） ←次回      （平成 29 年度 第４回） 

★貴金属シンポジウム（第５回）＋新年会★（合同開催） 

■  第８０回  ２０１８年 ３月 ９日（金）         （平成 29 年度 最終回） 

         ★前田 正史 教授が熱く語る特別シンポジウム＋慰労会★（合同開催） 

 

■  第７９回  ２０１８年 １月１２日（金）   １４：００～ Ａｎ棟２Ｆ コンベンションホール 

★貴金属シンポジウム(第５回)＋新年会★（合同開催） 

テーマ：  貴金属の製錬・リサイクル 
 
午後２：００～ 
貴金属の製錬・リサイクル技術に関する講演 
 
詳細は別チラシをご覧ください。 
 
★ポスター発表者によるショートプレゼン（希望者）を予定★ 

 
午後６：５０～ 

ポスター発表 兼 研究交流会 （Ａｎ棟１Ｆ レストラン アーペ（予定））  

 
■  第８０回  ２０１８年 ３月９日（金）   １４：００～ Ａｎ棟２Ｆ コンベンションホール 

★前田 正史 教授が熱く語る特別シンポジウム＋慰労会★（合同開催） 

テーマ：  前田先生の研究と活動、非鉄業界と研究の将来展望 
 
午後２：００～ 

講師依頼中 

 

非鉄金属リサイクルプロジェクトと産官学連携（仮） （６０分） 

東京大学生産技術研究所 教授 前田 正史 講師 

 

午後６：００～ 

研究交流会・意見交換会 （Ａｎ棟２Ｆ ホワイエ）  
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非鉄金属資源・製錬・リサイクル特別セミナー 
The University of Tokyo New York Office Special Seminar 

 

■  主  催： 東京大学ニューヨークオフィス / The University of Tokyo New York Office 

145 West 57th Street, 21st Floor, New York, NY 10019 

協  力： （一財）生産技術研究奨励会（特別研究会 RC-40） 

      NY オフィスへの寄付者 
共  催： レアメタル研究会 （主宰者： 東京大学生産技術研究所  教授 岡部 徹） 

東京大学生産技術研究所 持続型エネルギー・材料統合研究センター 
東京大学生産技術研究所 非鉄金属資源循環工学寄付研究部門（JX 金属寄付ユニット） 

■  日  時： 2018 年 3 月 14 日(水) 17:30～ 

■  参 加 費： ＄１００ (現金あるいは NY Office 宛のチェックでお支払いください。) 

       ただし、下記の Sponsors およびその関係者は無料（複数人参加も可） 

■  開催会場： 日本クラブ(The Nippon Club) 2 階 Rose room （予定・変更の可能性あり） 

145 West 57th Street, 2nd Floor, New York, NY 10019 

■  参加登録・お問い合わせ：  

       岡部研 学術支援専門職員 宮嵜 智子（tmiya@iis.u-tokyo.ac.jp） 

 
 

第１回 非鉄金属資源・製錬・リサイクル特別セミナー＠NY のご案内 
 (2017.4.7 現在) 

 

 

■  ２０１８年 ３月１４日（水）   １８：００～ 日本クラブ(The Nippon Club) 2 階 Rose room 

テーマ：  最近の非鉄製錬、リサイクルの状況、将来動向 

言語：  日本語 

 

午後５：３０～ 

 

非鉄製錬やリサイクルに関する最近の話題（仮） （４５分） 

東京大学 生産技術研究所 特任教授 中村 崇 講師 

 

レアメタルの資源・製錬・リサイクルに関する最近の話題（仮） （４５分） 

東京大学 生産技術研究所 教授 岡部 徹 講師 

 

午後７：３０～ 

研究交流会・意見交換会 日本クラブ(The Nippon Club) 2 階 Rose room 

 

 

★Sponsors: 
Dowa Metals & Mining Co., Ltd.,  
JX Nippon Mining & Metals 
Mitsubishi Materials Corporation 
The Rare Metal Research Workshop, one of the Special Research Group organized by the Foundation 

for the Promotion of Industrial Science (FPIS) (RC-40: directed by Prof. T. H. Okabe)  
Sumitomo Metal Mining Co., Ltd. 
Tanaka Kikinzoku Kogyo K.K.  
The University of Tokyo New York Office 
The University of Tokyo 

 

★備考： ＮＹあるいは北米に在住の非鉄関係の企業（非鉄系商社、資源系企業、製錬・リサイクル関係企

業等）の関係者を主たる対象とする  
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